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五
月
二
十
六
日
、
金
木
町
運
動

公
園
の
完
成
に
あ
た
り
、
同
施
設

に
お
い
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
、
関
係
者
四
十
人
が

集
ま
り
家
族
や
仲
間
が
ス
ポ
ー
ツ

を
親
し
む
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。
 

平
成
三
年
度
か
ら
継
続
し
て
工

事
が
行
わ
れ
た
運
動
公
園
は
、
総

事
業
費
五
億
二
百
十
九
万
六
千
円
、
 

面
積
九
万
九
千
四
百
十
二
平
方
米
 

の
敷
地
に
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
 

ト
、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
、
多
目
的

広
場
等
の
施
設
内
容
か
ら
な
り
ま

す
。
田
中
町
長
は
、
 「七
月
頃
に

で
も
、
町
を
あ
げ
て
の
対
抗
綱
引

き
大
会
や
運
動
会
を
開
き
た
い
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
六
月
一

日
か
ら
。
町
内
は
勿
論
、
町
外
の

使
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
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金木町運動公園 

6月1日オープン 
野 	球 	場 	使 	用 	料 

区 	 分 ~ 	使 	用 	料 
午前 8時30分 

I 
午後 6 時 

町
町本
 
・
席
 

部
  

 
 
時

時
吐
吋
 

当
t
ョ
当
 

一
 
一
 

一
 

間
間
間
 

6
8
3
  

0
0O
D0
0
 

 

円
円
円
 
 午前8時30分 

I 
午 後 6 時 

町
町
本
 
内

外
席
 

部
  

 
 
全全

全
 
日
日

日
 
6
8

3
 
0
0
0
 
0
0
0
 
0

0
0
 
円

円
円
  

T ニ ス 使」 亀 料 	（1面） 
区 	分 用  

午前 8時釦分 
～午後6時 

町 	内 使間間 
	料3S 

 

一 
 町 	外 
時
時 当当 	

00 00 円円
一  

午後6時 夜 
～ 後9時 間 

町
町
  

I 	一時間当 	600円 
I 	一時間当 	800円 

午
前
8
時
3
0
分
 

～
午
後
6
時
 

町町 外  全全 	
［

ロ日 	35 00 00 00 円円 

■

夜
間
と
は
、
照
明
灯
を
使
用
し
た
場
合
で
あ
り
、
使
用
し
な
い
場
合
は

通
常
料
金
。
 

利
 
用
 
時
 
間
 

区 	分 使 	用 	料 
野 	球 	場 午前8時30 分～午f 6時 
多目的グランド 午前8時30 分～午ノ．6時 
多 目 的 広 場 午前8時30 分～午イ．6時 
テニス コ・ー ト 午前8時30分～午後9時 

申 し 込 み ・ お 問 合 せ 

，お問合せは、金木町数育委員会 合53-2 ill 内線2紹 
●里し込みは、教育委員会に申請書を備え付けておりますので、 

原則として利用日のー週間前までにお願いします。 
尚、月曜日は休園とします。 

× 

× 
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春
の
叙
勲
に
成
田
氏
 

勲
五
等
双
光
旭
日

章
（
教
育
功
労
）
 

成
田

亀
逸
さ
ん

（7
7歳
）
金
木
神
明
町
 

成
田
亀
逸
氏
は
、
昭
和
二
十
九

年
九
月
金
木
町
立
蒔
田
小
学
校
助

教
諭
と
し
て
奉
職
以
来
、
退
職
す

る
ま
で
の
三
十
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
教
諭
と
し
て
本
県
初
等
教
育

の
振
興
に
貢
献
、
そ
し
て
そ
の
後

も
昭
和
五
十
七
年
七
月
か
ら
平
成
 

」
年
九
月
ま
で
の
九
年
間
、
小
泊

村
教
育
長
と
し
て
在
職
し
、
教
育
 

行
政
振
興
へ
の
尽
力
が
認
め
ら
れ

こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
 

成
田
氏
は
、
 「感
激
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
御
支

援
の
お
陰
で
頂
い
た
章
。
こ
の
章

に
恩
返
し
で
き
る
道
を
こ
れ
か
ら

歩
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

▲喜びの成田亀逸さん 

第17回冬季オリンピックで着用 
古川純一選手のユニホーム展示 

当
町
喜
良
市
川
端
町
出
身
の
古

川
純
一
が
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

代
表
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ザ
コ

バ
ネ
に
お
い
て
県
人
と
し
て
初
め

て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
金
メ

ダ
ル
に
輝
き
、
そ
の
後
も
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
大
会
や
国
際
大
会
で
順

調
に
成
績
を
伸
ば
し
、
第
十
七
回

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
リ
レ
ハ
ン

メ
ル
大
会
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合

競
技
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
 

当
町
初
の
全
国
ト
ッ
プ
選
手
に

成
長
し
た
古
川
選
手
が
リ
レ
ハ
ン

メ
ル
大
会
で
着
用
し
た
ユ
ニ
ホ

ー
 

ム
ー
式
が
、
中
央
公
民
館
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
町
で
以
前
か
ら
古
川

選
手
の
ご
両
親
に
展
示
を
お
願
い

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
一

般
公
開
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。
展
示
物
の
中
に
は
、
競

技
服
の
ジ
ャ
ン
プ
ス
ー
ツ
、
ス
キ
 

ー
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会

金
メ
ダ
ル
等
貴
重
品
を
約
二
十
点
。
 

ブ
ラ
ウ
ン
管
を
通
し
て
よ
り
見

た
こ
と
の
な
い
ユ
ニ
ホ

ー
ム
が
近

く
で
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
 

お
早
め
に
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
 



台所ごみ 

' 
（水をよくきって） 

プラスチック類 

ゴ
、I
Iは
正
し
く
出
し
ま
し
よ
う
。
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町指定ゴミ収集袋販売取扱店一覧表 

44◆G◆◆◆  
4 月より、ゴミ減量などを目的として実施し

て来ました町指定ゴミ袋による収集の試行期間
が6 月いっぱいで終了します。 
そこで、 7 月1日より実施の町指定ゴミ袋を

販売する販売店をお知らせしますのでご利用下 

《喜良市地区》 

商 店 名 電話番号 町 	内 	名 
I‘ 	藤 	商 	店 52-2825 更生部落 工藤 義光 
宮 	崎 	商 	店 53-2846 野 崎 	宮崎初太郎 
桑 田 昭 一 商 店 53-2841 上派立 	桑田 昭一 

／か 	兼 	商 	店 53-2310 林 町 	今 	イッ 
斎 	藤 	商 	店 52-2292 双葉町 	斎藤 利雄 
大 	橋 	商 	店 52-2332 下派立 	大橋 	浩 
三 	上 	商 	店 52-2370 林 町 

じ 	ゆ 	ご 	ん 53-3827 林 町 	岡田 孝蔵 

今 盛 	酒 店 52-23 16 北本町 	今 	智彦 
岡 田 青 果 店 52-2679 北本町 	岡田 満弘 

桑 田 キ セ 商 店 53-23 17 北本町 	桑田 キセ 
今 正 志 商 店 53-23 13 下 町 	今 	正志 

今 神 商 店 53-2302 下 町 	今 神五郎 

今 武 	商 	店 53-2453 上柏木 	今 	武光 

〔単価】1パック（10枚入り）で舶円消費税別。〕  

さい。 

また、 7 月1日からは、いかなる理由でも町 
指定ゴミ袋以外での収集はしませんので、皆様 

のご協力で違反のないようにお願いします。 
販売店は次のとおりです。 

《金木地区》 

商 店 名 電話番号 町 内 	名 
中 谷酒食品 店 53-3432 中山道町 中谷 定雄 

福 士 鮮 魚 店 52-2389 昭和町 	福士 次雄 
マ ー 	ト 	キ ッ 53-3872 旭ケ丘 	木津トモコ 
田 	中 	商 	店 52-2710 朝日町 	田中 勝雄 

芳 	賀 	酒 	店 53-2063 寺 町 	芳賀 邦夫 
（株）白兼ストアー 52-2528 寺 町 	白川 昭麿 

沢 	久 	商 	店 52-3455 芦野町 	沢田 良実 
福 	長 	商 	店 53-2954 沢 部 	福長 美好 
（株）角 平 商 店 53-2222 米 町 	角田 良逸 

高 	直 	商 	店 53-3669 小川町 	高橋 直光 
長尾食料品店 52-2234 小川町 	長尾 岩雄 
田 	村 	商 	店 52-3131 小川町 	田村 耕蔵 
原 	商 	店 53-2009 小川町 	原 誠八郎 

（株）スーパーなりた 52-3531 南新町 	成田 剛寛 
西村食料品店（れんばい） 52-2560 南新町 	西村 昭八 
金 	木 	農 	協 53-2 129 朝日町 	中谷藤太郎 
エ 藤 商 	店 52-2 198 寺 町 	工藤 せっ 
青 	山 	商 	店 52-3651 芦野団地 青山 隆児 
浜 	屋 	商 	店 52-20 17 小川町 	新岡 	年 
（株）中谷食品店 52-3473 若松町 	中谷勝四郎 

白川商店（豆腐） 53-3879 蒔 田 	白川昌治郎 

《川倉地区》 

商 店 名 電話番号 町 内 名 

其 田 商 店 52-2457 上宇田野 其田 輝夫 
中 谷 酒 店 52-3004 湯の川 中谷 博明 
白 ill 商 店 52-2446 林 下 白川 藤男 

《嘉瀬地区》 

商 店 名 電話番号 町 内 名 
嘉 瀬 	農 協 53-2067 上新町 	吉崎 忠直 
内 	海 	商 	店 52-3487 本 町 	内海 勝与 
原 	田 	商 	店 52-3341 本 町 	原田 清治 
山 	中 	商 	店 53-2366 下鍛冶町 山中 り象 
出 	町 	商 	店 53-3551 下鍛冶町 出町 弘子 

吉 	万 	商 	店 53-2534 中派立 	吉崎 礼子 
泉 	谷 	酒 	店 52-2445 上派立 	泉谷 てい 

伊 藤 食 品 店 52-2544 上派立 	伊藤 テル 

工 藤 林 商 店 52-33 15 上昭和町 エ藤 英越 

鳴 海 栄 商 店 53-3114 下派立 	鳴海 	栄 

飯 塚 商 店 52-5555 本 町 	飯塚 ミエ 

斉 藤電気商 会 53-2772 後 町 	斉藤 幸雄 
山 中 ス ト ア ー 53-2562 下派立 	山中石太郎 
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行
政
協
力
委
員
は
、

町
行
政

の

円
潤
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向
上

を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
を
町

長
が
委
嘱
し

た
委

員
で
組
織
し

て
お
り
ま
す
。
 

各
地
域
の

行
政
協
力
委

員
は
次

の
と
お
り
で

す
。
 

た
 平

成
七
年
度
の
行
政

協
力
委

員

会
総
会
が
、

五
月
二
十

五
日
に
役

場
で
開
催
さ
れ
、

会
長
に
今
兼
春
、
 

副
会
長
に
小
野
元
靖
、
津
田
秀
七
、
 

今
勝
広
の
各
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
 

町と地域住民のパイプ 

平成 7年度 

行政協力委員 

決まる 

 

▲今兼春会長 

 

⑥印は会長 ＠印は副会長 〇印は常任委員 

地区名 印 町 内 名 氏 	名 地区名 印 町 内 名 氏 	名 
金木地区 本 	町 角 田 正 男 金木地区 下 藤 枝 工 藤 金 光 

ク 栄 	町 野 崎 卓 夫 ク 0 湯 の 川 白 川 安 義 
ク 田 	町 田 中 光 治 ク 林 	下 白 川 テイ子 
ク 南 新 町 山 崎 昭 二 ク 向 	道 白 川 兼太郎 
ク 上 山 道 町 田 中 国 雄 ク 女 	坂 泉 谷 セ イ 
ク 駅 裏 団 地 田 中 孝 治 ク 上宇田野 1区 泉 谷 テッ子 
ク 中山道町―区 中 谷 定 雄 ク 上宇田野 2区 工 藤 繁 美 
ク 中山道町二区 角 	田 	ミッュ． ク 下宇田野 1区 松 橋 富 秋 
ク 0 下 山 道 町 小 野 元 靖 ク 下宇田野 2区 其 田 幸 枝 
ク 美晴町一区 鳴 海 昭 治 嘉瀬地区 雲雀野団地 木 立 久 二 
ク 美晴町二区 古 川 道 治 ク 東 	町 津 田 園 春 
ク 昭和町ー区 葛 西 喜代志 ク 上 小 栗 降 吉 崎 俊 昭 
ク 0 昭和町二区 角 田 金 男 ク 0 中 小 栗崎 伊 藤 正 美 
ク 神明町一区 小笠原 正一自β ク 下 小 栗 崎 伊 藤 清 慈 
ク 神明町二区 工 藤 保 弘 ク 0 上 派 立 土 岐 寛―郎 
ク 朝日町一区 小 林 達 弘 ク 中 派 立 伊 藤 	均 
ク 0 朝日町ニ区 津 島 信 ー ク 下 派 立 鎌 田 善 光 
ク 北 新 町 秋 谷 	清 ク 0 上 新 町 山 中 昭 三 
ク 小川町一区 原 田 良 郎 ク ⑨ 下 新 町 今 	兼 春 
ク 0 小川町二区 木 村 不ニ男 ク 上 昭 和 町 今 	政 光 
ク 米 	町 松 山 寿 樹 ク 0 下 昭 和 町 沢 田 巳之七 
ク 川 端 町 丹 場 利 幸 ク 本 	町 原 田 清 治 
ク 寺 	町 藤 元 昭 造 ク 0 冷 	水 今 	喜代治 
ク 東 芦 野 町 山 田 正 ― ク 車 	町 木 村 清 海 
ク 西 芦 野 町 成 田 国 雄 ク 畑 	中 木 村 文 昭 
ク 0 浦 	町 花 田 柾五郎 ク 後 	町 山 中 	トシエ 
ク 新 富 町 葛 西 ニ 郎 ク @ 上 古 町 津 田 秀 七 
ク 若松町―区 成 田 正 一 ク 0 下 古 町 小山内 嘉ー郎 
ク 若松町ニ区 太 田 信 義 ク 新 誠 町 木 下 正 義 
ク 若松町三区 前 多 一 幸 ク 新堤町一区 江 良 宇ー郎 
ク 若松町四区 白 川 由紀子 ク 新堤町二区 平 川 	進 
ク 0 見 崎 町 竹 内 義 道 ク 上 鍛 冶 町 洋 田 定 義 
ク 三 軒 町 白 川 勝 ― ク 下 鍛 冶 町 須 崎 正之助 
ク 上 沢 部 白 川 友 衛 ク 上 中 柏 木 成 田 俊 弘 
ク 下 沢 部 秋 元 キ ネ ク 下 中 柏 木 田 中 	正 
ク 旭ケ丘―区 北 沢 清 ― 喜良市地区 更 生 部 落 菊 池 良 治 
ク 旭ケ丘二区 工 藤 佳 司 ク 西 岩 見 町 伊 藤 柾 雄 
ク 旭ケ丘三区 台丸谷 義 広 ク 東 岩 見 町 宮 崎 与 太 
ク 大 東 ケ 丘 白 川 春 雄 ク 林 	町 今 	慶八郎 
ク 雲雀ケ丘団地 太 田 セ ッ ク 野 	崎 佐 藤 政 ― 
ク 第二金木団地 千 葉 千津子 ク 0 北 本 町 太 田 時 郎 
ク 0 芦野団地一区 工 藤 弥三郎 ク 下 派 立 伊丸岡 兼 作 
ク 芦野団地二区 工 藤 秀 子 ク 0 上 派 立 米 谷 	昇 
ク 朝 日 団 地 西 村 かっ子 ク 0 南 本 町 今 	治 郎 
ク 上 蒔 田 白川 源左衛門 ク 上 柏 木 今 	万五作 
ク 下 蒔 田 徳 田 亀千代 ク 下 柏 木 中 村 利 宗 
ク 0 神 	原 秋 元 繁 雄 ク ⑨ 下 	町 今 	勝 広 
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▲草取りも手慣れたもの 

町
か
ら
五
十
人
が
参
加
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
毎
週
月
曜
日

清
掃
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
比

較
的
き
れ
い
だ
っ
た
が
、
相
変
わ

ら
ず
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
、
 

マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
に
付
き
ま
し

た
。
 

天
理
教
の
分
協
会

・
布
教
会
、
 

天
理
教
育
森
教
区
西
北

（
支
部

長
H
津
島
陽
一
）
が
五
月
十
四
日
、
 

恒
例
の
芦
野
公
園
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
天
理
教
で
「
ひ
の
き

し
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

奉
仕
を
意
味
し
、
活
動
の
一
環
と

し
て
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
約
二
百
人
は

花
壇
の
草
取
り
、
ト
イ
レ
清
掃
、
 

遊
歩
道
の
枯
れ
葉
の
か
た
づ
け
な

ど
二
時
間
余
り
に
渡
っ
て
き
れ
い

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

六
月
五
日
、
金
木
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会

（
会長
H
木
村
不
二
男
）
 

で
は
、
芦
野
公
園
全
域
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
 

活
動
の
一
環
と
し
て
、
芦
野
公

園
を
い
つ
も
き
れ
い
な
状
態
で
見

て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
日
は
大
東
 

ケ
丘
、
昭
和
町
、
山
道
町
、
美
晴

、
 

F
ニ
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嘉
瀬
小
田
植
え
 ▲真っすぐ植えられてる？ 

五
月
二
十
六
日
、
嘉
瀬
小
学

校

（校
長
H
山
内
隆
）
の
五
年

生
が
、
毘
沙
門
小
学
校
五
年
生

と
合
同
で
五
所
川
原
地
区
の
田

ん
ぽ
に
、
も
ち
米
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。
 

農
家
に
機
械
化
が
進
ん
で
い

る
今
、
田
植
え
を
し
た
こ
と
が

無
い
と
い
う
子
供
が
増
え
て
い

る
中
で
、
嘉
瀬
小
学
校
で
は
、
 

じ
か
に
体
験
し
な
が
ら
米
が
出

来
る
ま
で
を
学
ぼ
う
と
五
年
生
 

の
男
女
三
十
三
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

晴
天
の
こ
の
日
、
嘉
瀬
農
協

青
年
部
長
の
所
有

（1
反
）
す

る
田
ん
ぽ
で
は
、
子
供
達
が
素

手
で
苗
を
三
本
づ
つ
丁
寧
に
植

え
て
い
ま
し
た
。
 

田
植
え
の
大
変
さ
を
感
じ
と

り
な
が
ら

「秋
の
稲
刈
り
も
こ

の
手
で
が
っ
し
り
刈
り
と
り
た

い
」
と
い
う
生
徒
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
 

・

一
 
…
 
・
 」

ー

i
一
 
一
一

十
六
日
、
喜
良
市
小
学
校
 

喜
良
市

小
田

植
え
 

（校
長
H
坂
本
幸
隆
）は
、
児
 

（校
長
H
坂
本
幸
隆
）
は
、
児
 

▲―つづつ丁寧に 

童
の
手
植
え
に
よ
る
田
植
え
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

田
植
え
は
、
児
童
た
ち
に
身

近
な
農
作
物
“
稲
”
を
植
え
る

体
験
を
通
し
て
、
農
業
や
植
物

の
成
長
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

お
う
と
、
 一
年
か
ら
六
年
生
ま

で
の
百
二
十
五
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

始
め
に
P
T
Aか
ら
、
植
え

方
の
説
明
、
実
演
そ
し
て
諸
注

意
の
後
、
半
袖
と
短
パ
ン
の
児
 

童
達
が
横
一
列
に
並
び
、
十

m
 

ほ
ど
に
伸
び
た
む
つ
ほ
ま
れ
の

苗
を
楽
し
む
よ
う
に
丁
寧
に
植

え
付
け
て
い
ま
し
た
。
 

学
校
田
が
校
舎
北
側
に
面
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
学

習
の
一
環
と
し
て
稲
の
成
長
を
 

ー
ケ
月
お
き
に
記
録
、
観
察
す

る
予
定
。
 

去
年
は
、
う
れ
し
い
豊
作
で

収
穫
し
た
米
を
先
生
等
が
買
取

り
、
集
ま
っ
た
お
金
で
児
童
達

の
レ
ー
ス
ス
キ
ー
を
購
入
し
た

そ
う
で
す
。
 

	“旧I川川I川広報かなぎ ⑥ 


